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　「’99壬生高祭」において、生徒がかんぴ

ょうむきを体験しました。これは、来年開

催する全国都市緑化フェアで披露する「か

んぴょうむき」実演のため、試験的に遅ら

せて作ったユウガオの実を、地元の藤丼む

らづくり推進協議会が提供したものです。
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こ
の
た
び
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

壬
生
町
の
ホ
ー
ム
ペ
九
ン
を
開
設
し
ま

し
た
。

　
内
容
は
、
「
お
も
ち
ゃ
博
物
館
」
や

「
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
」
　
の
概
要
を

は
じ
め
、
「
壬
生
町
の
紹
介
」
、
施
設
や

観
光
情
報
か
ら
な
る
「
ま
ん
さ
い
マ
ッ

プ
」
の
ほ
か
、
寺
院
や
ま
つ
り
等
を
紹

介
し
た
「
歴
史
物
語
」
、
特
産
物
情
報

の
「
ま
ん
さ
い
壬
生
物
産
」
、
身
近
な

催
し
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
ふ
れ
あ
い

情
報
」
等
の
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
外
の
方
に
壬
生
町
を
知
っ
て
も
ら

う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
の
方
に
も
最

新
ニ
ュ
ー
ス
を
掲
載
し
、
情
報
の
発
信

を
行
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
い
で
い
る
方
は
、
是
非
ブ
ッ
ク
マ
ー

ク
に
加
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
「
町
民
の
声
」
と
い
う
ぺ
１

ジ
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

２



ら

年
末
年
始
の
準
備
は

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に

　
西
暦
２
０
０
０
年
ま
で
あ
と
わ
ず
か

と
迫
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
西
暦
２
０
０
０
年

問
題
に
つ
い
て
は
、
金
融
、
千
不
ル
ギ
ー
、

情
報
通
信
、
交
通
、
医
療
と
い
っ
た
影

響
の
大
き
い
重
要
分
野
に
お
い
て
、
危

機
管
理
等
の
対
応
が
進
み
、
２
０
０
０

年
問
題
に
起
因
し
て
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

等
で
、
日
常
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
る
よ
う
な
大
き
な
混
乱
は
生
じ
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
万
一
の
場
合
に
備
え
て
、

∵
今
人
が
念
の
た
め
準
備
を
進
め
る

こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
こ
の
た
び
政
府
の
高
度
情
報
通
信
社

会
本
部
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
準

備
を
行
う
際
の
留
意
事
項
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
食
料
と
水
を
３
口
分
用
意

　
防
災
基
本
計
画
に
倣
い
、
食
料
・
飲

料
水
を
２
、
３
日
分
準
備
す
る
。

●
防
災
用
品
の
用
意

　
救
急
箱
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
乾

電
池
な
ど
地
震
災
害
に
備
え
る
の
と
同

様
の
準
備
を
す
る
。

●
通
帳
の
記
帳
を
行
う

・
通
帳
の
記
帳
等
を
年
末
ま
で
に
行
い
、

自
宅
に
保
管
し
て
お
く
。

・
年
末
年
始
に
受
け
取
る
納
品
書
を
保

管
し
、
１
月
以
降
に
受
け
取
る
請
求
書

等
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

●
現
金
の
用
意
は
例
年
ど
お
り
で

　
金
融
機
関
の
対
応
が
進
ん
で
い
る
こ

と
、
盗
難
な
ど
の
リ
ス
ク
に
配
慮
し
て

必
要
以
上
に
引
き
出
す
こ
と
は
な
い
。

●
医
療
品
、
医
療
機
器

・
心
臓
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
命
に

影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
医
療
機

器
に
つ
い
て
は
、
「
問
題
発
生
す
る
こ

と
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

・
常
備
薬
な
ど
は
事
前
に
人
手
、
保
管

し
て
お
く
。

●
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
は
例
年
ど
お
り
で

・
例
年
ど
お
り
、
正
月
期
間
中
の
分
は

事
前
に
確
保
し
て
お
く
こ
と
。

・
石
油
の
国
内
在
庫
は
、
１
６
６
口
分

あ
り
ま
す
。

●
家
電
製
品
は

・
２
０
０
０
年
問
題
対
応
済
み
か
ど
う

か
を
確
認
し
て
お
く
。

・
パ
ソ
コ
ン
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

電
話
機
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
な
ど
の
一
部
で
日
付
表

示
に
不
都
合
が
生
じ
る
も
の
も
あ
る
。

・
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
掃
除
機
、
電
子

レ
ン
ジ
、
炊
飯
器
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
は
、

日
付
で
マ
イ
コ
ン
が
管
理
し
て
い
な
い

の
で
不
都
合
は
生
じ
な
い
。

●
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

・
年
末
年
始
の
不
急
の
用
件
で
の
電
話

を
控
え
る
。

・
年
末
年
始
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
を
自
粛
す
る
。

●
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用

　
1
2
月
3
1
日
か
ら
Ｔ
月
士
日
に
か
け
て

（
午
前
零
時
頃
）
の
利
用
を
控
え
る
。

●
海
外
旅
行
は

　
２
０
０
０
年
問
題
に
対
応
し
て
い
な

い
と
さ
れ
る
外
国
へ
の
旅
行
を
控
え
る
。

●
悪
質
な
商
法
に
注
意

　
２
０
０
０
年
問
題
に
絡
め
た
悪
質
な

商
法
、
詐
欺
に
注
意
す
る
。

●
個
人
商
店
の
対
応

　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
の
保
存
、
原

材
料
の
確
保
を
し
て
お
く
。

家
庭
に
お
け
る
西
暦
２
０
０
０
年
問
題

　
　
　
　
　
　
危
機
管
理
計
画
シ
ー
ト

１
　
年
末
年
始
の
家
族
の
所
在
場
所
、

　
連
絡
方
法
を
十
分
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
名
前
、
連
絡
先
、
所
在
場
所

・
緊
急
時
集
合
場
所
は
？
（
す
ぐ
に
帰

　
れ
な
い
と
き
）

・
親
戚
や
知
人
の
連
絡
先
も
再
確
認

・
学
校
、
会
社
（
上
司
）
の
連
絡
先
一

　
覧
表
を
作
っ
て
家
族
分
コ
ピ
ー
し
ま

　
し
よ
う
。

２
　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
そ
ろ

　
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
食
　
最
低
３
口
分
（
政
府
）
最

　
低
１
週
間
（
民
間
）

　
水
（
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
、
米
・
モ
チ
、

　
カ
ン
バ
ン
・
缶
詰
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
・

　
チ
し
ス
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
粉
ミ
ル

　
ク
（
乳
児
用
）

・
衣
類
　
防
寒
具
、
下
着
、
靴
下
、
手

　
袋
（
厚
手
）
、
毛
布
、
靴
（
丈
夫
な

　
も
の
）

・
救
急
セ
ッ
ト
　
傷
薬
・
胃
腸
薬
・
目

　
薬
、
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
・
消
毒
薬
、
包

　
帯
・
ガ
ー
ゼ
、
絆
則
貢
、
生
理
用
品
、

　
ほ
乳
瓶
、
お
む
つ

・
そ
の
他
　
現
金
・
通
帳
・
印
鑑
等
、

　
懐
中
電
灯
、
電
池
、
ナ
イ
フ
・
缶
切

　
り
等
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

　
ト
・
ポ
リ
袋
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、

　
マ
ッ
チ
こ
フ
イ
タ
ー
等
、
リ
ュ
ッ
ク

　
サ
ッ
ク
（
非
常
特
出
用
）

３
　
家
庭
電
化
製
品
の
チ
エ
、
ク
を

　
　
２
０
０
０
年
を
迎
え
た
ら
、
ぷ
Ｌ
し

　
く
使
え
る
か
確
認
を

一

　
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
一

テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
オ
ー
デ
ィ
オ
類
、
‐
‐

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
自
動
車
・
パ
ー

　
ソ
コ
ン
、
炊
飯
器
、
湯
沸
器

　
陛
通
に
使
え
る
か
確
認
を

　
　
ガ
ス
、
電
気
、
水
道

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
っ
て
確
認
欄

　
に
○
を
つ
け
ま
し
ょ
う

４
　
２
０
０
０
年
１
月
１
日
以
降
は
、

一一一一

　
請
求
書
の
通
知
、
チ
ケ
、
ト
の
予
約
‐
‐
‐

　
年
月
日
、
有
効
期
限
な
ど
を
よ
く
確

　
認
し
ま
し
ょ
う

５
　
２
０
０
０
年
問
題
を
理
由
に
し
た

　
便
乗
商
法
に
注
意
を
Ｉ
・

　
　
「
ウ
ワ
サ
」
フ
ア
マ
」
　
に
惑
わ
さ
れ
。

　
な
い
よ
う
に
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐

　
変
だ
と
恩
っ
た
ら
、
自
治
体
や
公
共
一

　
機
関
に
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
２
０
０
０
年
１
月
１
日
～
４
日
は
何
‐
‐
‐

か
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
Ｉ

ま
す
の
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
一

ニ
ュ
ー
ス
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　
‐
　
－
‐
‐
－
－
－
－

３
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健
康
と
福
祉
の
祭
典
「
第
1
4
回
健
康
ふ
く
し
ま
つ

り
」
が
1
0
月
1
7
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
朝
早
く
か
ら
約
６
。
０
０
０
人
の
家
族

連
れ
が
訪
れ
「
健
康
」
と
「
福
祉
」
に
関
↓
９
る
催
し

を
終
日
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。にぎわいをみせる会場

［
月
必
忿
命
忿
り
９
ッ
ク
々
Ｌ
日
］

　
特
設
ス
テ
ー
ー
ジ
で
は
、
健
康
・
福
祉

標
語
の
人
貧
者
の
表
彰
、
町
の
保
健
、

福
祉
の
た
め
献
身
的
活
動
を
続
け
て
い

る
保
健
事
業
・
福
祉
功
労
者
の
表
彰
、

家
族
全
員
が
健
康
管
理
に
努
め
、
５
年

間
１
度
も
国
保
に
よ
ゐ
医
療
を
受
け
る

こ
と
な
く
健
康
に
過
ご
さ
れ
た
町
国
民

健
康
保
険
健
康
増
進
奨
励
事
業
の
表
彰
、

W ’

地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
高
額
の
寄

付
を
さ
れ
た
方
の
表
彰
、
３
歳
児
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
日
頃
自
主
講
座
な
ど

で
学
ん
で
き
た
手
話
、
ダ
ン
ス
の
発
表
、

壬
生
寺
保
育
園
に
よ
る
「
円
仁
太
鼓
」

や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ

れ
、
訪
れ
た
人
だ
ち
か
ら
盛
ん
な
拍
手

健
康
・
福
祉
標
語
入
賞
者

健
康
標
語
　
　
　
福
祉
標
語

○
小
学
校
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
健
康
は

　
　
あ
な
た
の
未
来
を
つ
く
る
カ
ギ
」

　
　
壬
生
小
　
６
年
　
森
田
麻
友
美

＊
優
秀
賞

　
　
睦
　
　
小
　
３
年
　
田
中
　
雄
大

　
　
稲
葉
小
　
５
年
　
梁
島
　
静
香

　
　
壬
生
小
　
６
年
　
浄
土
芙
美
子

○
中
学
校
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
ち
ょ
っ
と
ま
て

　
　
ダ
フ
ン
ス
と
れ
て
る
？
そ
の
食
事
」

　
　
壬
生
中
　
３
年
　
小
林
紗
知
江

＊
優
秀
賞

　
．
南
犬
飼
中
　
士
年
　
中
川
　
歩

○
一
般
の
部

◆
優
秀
賞

　
　
「
ひ
と
汗
か
い
て
腹
八
分

　
　
み
ん
な
で
っ
く
ろ
う
長
寿
の
町
を
」

　
三
好
町

保
健
事
業
・

小
谷
野
芳
子

○
小
学
校
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
小
さ
な
手
で
さ
さ
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
な
福
祉
」

　
　
壬
生
東
小
　
４
年
　
星
川
　
宏
貴

＊
優
秀
賞

　
　
安
塚
小
　
５
年
　
藤
田
　
煙
美

○
中
学
校
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
差
し
の
べ
よ
う

　
　
心
を
つ
な
ぐ
　
愛
の
手
を
」

　
　
壬
生
中
　
３
年
　
大
橋
　
愛
煙

＊
優
秀
賞

　
　
壬
生
中
　
３
年
篠
崎
　
梢

○
一
般
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
思
い
や
る

　
　
心
と
心
で
結
ぶ
　
福
祉
の
輪
」

　
　
安
塚
３
　
　
　
矢
内
幸
子

＊
優
秀
賞

　
　
今
　
　
井
　
　
　
　
中
村
　
ミ
イ

福
祉
功
労
者
表
彰

保
健
事
業
功
労
者
　
　
○
い
作
作
づ
一
い

師
’
お
も
ち
゛
心
ま
ち
）

４
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